令和５年度事業計画

はじめに
新型コロナウイルス感染症の発生から４年目を迎え、政府は、新型コロナの感染症法上の位置づけについて、本年５月８日に季節性インフルエンザなどと同じ「５類」に移行する方針を決定いたしました。しかしながら、「５類」に移行しても引き続き感染対策が必要であり、政府や自治体の要請に基づく一律の対策から、個人や集団が流行状況やリスクに応じて主体的に感染対策を選択して行うことが重要となってまいります。
きぼうの家におきましては、第８波の中で利用者の皆さんや職員に感染者が発生するなど、施設の運営及び経営上に大きな影響が出ております。今後とも、こうした影響が最小限となるよう危機感を持ちながら、日々、感染症対策に取り組んでまいります。
一方、指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準（厚生労働省令）の改正により、下記２に示す感染症対策の強化、業務継続計画の策定等が義務化され、その対応が求められております。
きぼうの家におきましては、こうした事項に確実に対応していくとともに、次の基本方針に従い、利用者・保護者の皆さんが安全・安心で来てよかったと思っていただける施設運営に取り組んでまいります。
　
１．基本方針

（１）利用者が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい日常生活又は社会　生活を営むために必要な支援を行います。
（２）福祉サービスの提供は、利用者の意思及び人格を尊重し、プライバシーの侵害や　　虐待につながる暴力行為は厳禁する立場に立っています。当福祉会においても虐待　　防止対応規程に基づき利用者の人権を守り、健全な支援を行います。
（３）地域や保護者会との連携を図り、市町村や他の福祉施設及び医療機関等との連携に努めます。

（４）福祉サービスの提供に関して利用者等から苦情があった場合は、本会の苦情処理　委員会設置要綱の規定に基づき、迅速に解決を図るよう努めます。

（５）地域とのつながりを大切にしながら犯罪による被害を抑え、利用者や職員の安全・安心の確保に向けて取り組んでまいります。
２．指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準の改正に伴う取組み
（１）感染症の発生及びまん延の防止等に関する取組の義務化（令和６年３月３１日までは努力義務）
　　　感染症の発生及びまん延の防止等のための対策検討委員会の開催、指針の整備、研修の実施、訓練の実施について、令和６年度実施に向け取り組みます。
（２）業務継続に向けた計画等の策定や研修・訓練等の実施の義務化（令和６年３月３１日までは努力義務）
　　　感染症や災害の発生に備え、業務継続に向けた計画等の策定、研修の実施、訓練の実施について、令和６年度実施に向け取り組みます。
３．利用者への援助
（１）個別支援計画に基づく福祉サービスの提供
ア　利用者本人･家族等と面談を行った上で作成した個別支援計画に基づき、利用者の心身の状況や能力に応じた適切なサービスを提供します。

イ　個別支援計画は、施設職員全体で意思統一を図り、本人及び保護者の同意を得て　　サービスの充実を図ります。

ウ　支援計画に基づき提供したサービスについて、一定の経過後点検･評価を行い、利用者のニーズや心身の状況及び意向の変化に応じて、再検討する等支援計画の充実を図ります。

（２）具体的な支援の方向

　　　本年度も就労訓練として、受託事業及び施設外就労の取組みを進めながら、就労継続支援Ｂ型事業の取組みを充実させます。
　　　具体的な取組みとしては、受託事業及び施設外就労を「就労や生産活動の機会を提供する雇用に向けた訓練」と位置づけ、利用者の特性や本人の希望を勘案して実施するとともに、近隣の事業所との連携や情報収集を行うことにより新たな受注先を開拓するなど工賃の向上を図ってまいります。
また、社会生活を営む上で必要な生活能力の向上を目的として、買物等の訓練及び宿泊体験等を実施します。
（３）健康管理
　　今後とも新型コロナウイルス感染症に対する十分な感染防止対策を行うとともに、次に掲げる取組みにより利用者が安心した生活を送れるよう援助を行ってまいります。
　　ア　社会福祉施設等が提供する各種サービスは、利用者やその家族の生活を継続する上で欠かせないものであり、利用者に対して必要なサービスを継続的に提供していきます。
イ　日常的に利用者の健康状態に留意するとともに、毎月初めに体重や血圧測定を行い、急激な体重変化の有無を確認します。また年１回集団検診を実施し、健康状態の把握に努めます。

ウ　精神疾患又は発作等を有する利用者については、利用者・保護者の同意を得て、　　主治医との連絡を密にし、その指示のもとに生活指導や服薬等の指導を行います。

エ　自然に親しむ野外活動、地域に奉仕するボランティア活動、利用者・職員が一体となり施設内環境整備にも取り組みます。
（４）給食

ア　利用者の嗜好及び身体的条件等を把握し、栄養のバランスを考えて作成した献立表を毎月事前に配布し、利用者・保護者が毎日の給食の内容を理解できるよう努めます。
イ　バラエティーに富んだ給食を実施し、完食率の向上を目指します。
ウ　毎日の給食の中で、好ましい食生活の習慣やマナーの習得を支援します。
４．職員会議
　　利用者支援の課題を協議するとともに施設運営の効果を高めるため、次の会議を実施します。
（１）施設職員全体の意思統一を図るための職員会議（毎日）

（２）利用者に関する問題・課題についての意思疎通と共通認識を持った対応を行うための指導員会議
（３）栄養士と調理員の給食会議

５．職員の資質向上及び組織の活性化
（１）目標管理制度
職員一人一人が役割・業務に応じた目標を定め、当該目標を達成するために自己の業務を進行管理することにより、業務に対する意欲の向上、能力の開発を図り、もって人材育成の強化、組織の活性化を図ります。
（２）年間研修計画に基づき、各種研修会、研究会、講習会等に積極的に参加し、職員の専門的技術的知識の習得並びに資質の向上を図ります。

（３）職員の専門資格取得のためのスクーリング等への出席は、勤務の取扱いで可能な　　限り配慮します。
６．社会福祉充実計画の推進
　　平成２９年度に策定し、令和２年度の変更申請により１年間の期間延長を行った社会福祉充実計画が令和４年度で最終年度を迎えました。懸案事項であるグループホーム設置事業については、残念ながら実現することができませんでした。引き続きその具体化に向け取り組んでいくため、新たな社会福祉充実計画を策定し、その推進を図ってまいります。
７．年間行事計画
　　例年開催している次の行事について、新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極めながら、十分な感染症対策を行えば開催可能と判断される行事のみ開催又は参加してまいります。

	４月
	利用者・保護者・役員・職員懇親会　
【第２回福岡県身体障がい者スポーツ大会（陸上競技、ボウリング）】
	

	５月
	バスハイク
【第２回福岡県身体障がい者スポーツ大会（フライングディスク）】
	

	６月
	野球観戦　誕生会　宿泊体験　
	

	７月
	買物訓練
【西島夏祭り】
	

	８月
	カラオケ交流会
	

	９月
	集団検診　火災避難訓練　誕生会
	

	１０月
	【ふれあいオリンピック】　【あすてらすフェスタ】
	

	１１月
	バスハイク　交通安全教室
	

	１２月
	餅つき大会　クリスマス会　誕生会　大掃除
	

	１月
	初詣
	

	２月
	ボウリング大会
	

	３月
	火災避難訓練　誕生会
	


　　　　　【　】は外部団体主催行事への参加
